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この文書のいかなる内容もあるコイン(Coin)に対する販売提案又は購買提案の要素として取り扱

うことはできません。また、それらの提案、勧誘や販売が不法となるどの管轄内でもSymVerseの

コイン(SYM)に対する提案、勧誘、販売を行うことはできません。したがって、この白書の一部

および写本はこの白書に説明されているようにコイン販売に関して配布または広告の禁止・制限

されているすべての国への持ち込みや転送はできません。この白書にはいくつかの陳述、財務情

報、または予想値が含まれます。これらのすべては将来の予測陳述または情報に過ぎず、何らか

の結論を出すことや約束として使用することはできません。そのため、この白書は販売のための

いかなる助言、すなわちSYMの購入や投資決定に役立てるためにSymVerseが提供するどんな勧誘に

対して意見の一部を構成したり形成することはありません。SYMは一つのユーティリティコイン

(Utility Coin)であり、SymWorld生態系の外部ではいかなる性能や特定の価値を持つことはでき

ません。この白書ではプラットフォームの技術内容及び運用に関する情報と現在の我々のビジョ

ンについてのみ説明します。全ての参加会員とパートナーはそれぞれの事業と運営にSYM初期コイ

ン販売およびSymVerseプロジェクトに関連した危険と不確実性が存在します。我々が目標として

いるビジョンの実現のために最善を尽くしている間にも、予想できない様々な潜在的要因に影響

を受けます。我々は白書のいかなる陳述も保証·保障しません。予想できない事件の発生によっ

て、現在としては確信できない我々の信念、期待、仮定を基盤にしているためです。SYMは持続的

な開発および改善を要するプラットフォームです。多くの実装が開発過程で繰り返し改善される

ことができます。実装の過程で白書と一致しないものがある場合、特定の実装が優先されます。

ブロックチェーン、暗号通貨、その他の我々の技術およびそのような市場に関する側面は初期段

階であり、様々なチャレンジと競争や、変化する環境に直面することになります。この文書をベ

ースとして活用される前に適切なアドバイザーや関係者とまず相談してください。    

Disclaimer



SymVerseは ‘一緒に(together)’を意味する接頭語であるSymと

‘相互作用(interact)’という意味の接尾語Verseが結合した新語で

‘すべての人が助け合って暮らす’という共生の意味を込めてます。

SymVerseは我々のブロックチェーンプラットフォームを意味し、

我々が発行するコインはSYM、

我々のプラットフォームを基盤としたこの生態系をSymWorld、 

これに参加している人たちはSymTizenと呼びます。

SymVerse    SYM



ブロックチェーンのシステムは開放、共有、協力のインターネット精神に‘分散’と‘直接参

加’という新しい風を吹き込みました。しかし、このような精神に反して既存のブロックチェー

ンプラットフォームはコイン供給が偏り日常の取引に活用が難しいためデジタル資産としての価

値の維持が不確実な状態です。これは健康で持続可能なブロックチェーン生態系を構築すること

において致命的な遺伝子欠陥として作用しており、その結果、ブロックチェーンは少数の人々だ

けの専有物になってしまったのが現実です。

そこで我々はすべてのブロックチェーン利用者を自発的に参加させる‘共生’、日常生活の取引

を簡単に処理し、利用を容易にする‘実用’という核心価値を持った新しいパラダイムブロック

チェーンプラットフォームSymVerseを提案します。

SymVerse生態系の新しい持ち主は一般利用者とアプリケーションの供給者です。利用者とアプリ

ケーション供給者が共存の主役として日常生活から容易くて自発的に使い自ら成長していけるよ

うに新しいパラダイムブロックチェーンプラットフォームを提供します。 

SymVerseはブロックチェーンを生活化して共生の分配システムを通じ、

さらには‘より良い世界(Better World)’の扉を開きます。

Declaration

“Nature uses only the longest threads to weave her patterns, 

so each small piece of her fabric reveals the organization of the entire tapestry.”

- Richard Feynman -
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ビットコインやイーサリアムなどで代表されるブロックチェーンの生態系は超連結社会を志向

する未来インターネットに新たなパラダイムを提示しています。しかし、ブロックチェーンは

その美しい精神および優れたアイディアと技術にもかかわらず、まだ日常取引に実用的に活用

されていません。我々はその理由を潜んでいるいくつかの欠陥によるものだと判断しました。

遅い取引処理速度

既存のブロックチェーン生態系は相当な時間を求める脱中央化された合意過程のため、ブロッ

ク生成と取引確定速度が遅くなります。そのため、ブロックチェーンを利用したサービスが汎

用化されることは難しいのです。

使用者の利便性欠如

ほとんどのブロックチェーンは単純な構造の単一チェーンを利用して取引を記録します。様々

な応用分野はスマート契約のような道具を使います。問題はスマート契約が一般の使用者が簡

単に活用できないことです。様々な自営業者、インターネットアプリケーションそしてスマー

トフォンのユーザーが簡単に導入しブロックチェーンを大衆化できる新しい機能と使用方法が

必要となります。 

供給者中心の生態系

ブロックチェーンの生態系が維持されるためには分散ネットワークが拡散されなければなりま

せん。初期のブロックチェーンシステムは生態系を構築するためにブロック生成者だけに価値

を発掘できるように設計されています。未来のブロックチェーン生態系は消費者により明確な

利益を提供し、システムが自発的に成長できる分散ネットワーク装置を持つ必要があります。

I. ブロックチェーン生態系の課題
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価値偏向と不十分な補償構造

分散ネットワークが拡大するほど価値の偏向は中央化をもたらしています。これは脱中央化に

反する現象です。特に強力なコンピューティングパワーや持ち分を持った少数の者がブロック

チェーンの価値を独占する問題点が固定化しています。また、ブロックチェーン生態系を実質

的に作って行く利用者のための‘寄与価値による補償’と‘合理的共生’という核心価値が欠

けています。このような問題点はブロックチェーンの持続可否に対する根本的な疑問を提起し

ます。そのためブロックチェーンサービス供給者と消費者間の価値共有が生態系にとって重要

な課題となっています。

dAppとの連動性不足

既存のブロックチェーンプラットフォームは使用が難しいスマート契約を活用しています。そ

れだけでなく、最近のインターネット時代に適切な創意的なdAppが求める様々な機能の提供が

行われていません。これはKiller dAppの登場を遅らせるボトルネック現象をもたらします。

自動的なガバナンスシステムの不在

ガバナンスの問題もあります。金権化および少数の恣意的な運営は様々な批判を受けていま

す。これは主に初期コイン発行の配分問題、合意過程に参加する寄与者の選定問題および寄

与対価に対する偏重現象に起因します。これらを解決するためには持続可能な分散自律組織

(DAO)1 がブロックチェーンプラットフォームに共存の核心要素として移植されなければなり

ません。

1 �Decentralized Autonomous 

Organization
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SymVerseはブロックチェーンを通じより良い世界を実現するため、新しいアプローチ方法と革

新的な設計哲学を導入しました。

 

ゲーム理論に基づいた社会経済的融合

既存のブロックチェーンプラットフォームはブロック生産と取引確定に持分証明や作業証明の

ような方式を導入しています。しかし、持分証明や作業証明と類似した方式は脆弱性を含んで

おり、SymVerseは経済学のゲーム理論を通じこのような問題の解決点を見つけました。特に、

新しいブロックチェーンプラットフォームの設計はゲーム理論でよく知られている様々な手法

や結論を利用して参加者の個別的な利益追求の観点にその基盤を置きました。SymVerseの参加

者が個別の利益を追求するとしてもこれを自発的な共生へと誘導するように設計しました。ガ

バナンス、合意過程の参加誘因、相互協力、ブロックチェーンの生産、流通、消費段階にわた

ってゲーム理論を次のように適用しました。

• 戦略的ヴォーティング理論の拒否権(Veto)を適用したブロック生成合意構造

• コインの集団間の分配率決定と集団内の分配方式に段階的ナッシュ均衡を導入

• 構造設計(Mechanism Design)に基づいた参加動機付与と有人合致的なコインの分配

• 消費者の取引処理のためのノード選択方式に競売技法2 導入

通涉的な接近によるブロックチェーンの技術革新

既存のブロックチェーンプラットフォームは社会哲学、暗号学、ネットワーク理論など様々な

学問の通渉的な結晶体です。SymVerseはこのような通渉の伝統を拡張し社会学、貨幣金融理

論、社会選択理論、ゲーム理論、システム工学、コンピューティング理論、数学理論、ネット

ワーク理論など様々な学問分野の成果をブロックチェーンプラットフォームに適用しました。  

持続可能な動的システム導入

ブロックチェーンプラットフォームは利害当事者(S)、経済(E)、ガバナンス(G)、技術的インフ

ラ(I)で区別されます。個別的な作動過程が内部的安定性(Intra Process Stability)を満足し、相互

の安定性(Inter Process Stability)を満足させてこそプラットフォームは持続可能に運営されま

す。

2 �2番目に低い手数料を提示し

た作業ノードが作業をする

が、消費者が支払う手数料は

最も低い手数料と自分の手数

料の平均を支払う方式で作業

ノードは自分が貰おうとする

手数料を提示することが最善

の戦略になるようにする構造

設計手法。

II. SymVerse 特徴
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すなわち、(1)利害当事者である個人と集団が共存しなければならない、(2)コインの生産、消

費、分配がインセンティブに合致するように運営されるべきであり、(3)すべての合意過程の参

加が自動的に正しく処理されるべきであり、(4)技術的インフラは時間概念を支援するようにダ

イナミックシステムとして設計されなければならない。

消費者を中心に共存の生態系を構築

ブロックチェーンを利用しコインを使用する多数の消費者は生態系に貢献しているにもかかわ

らず補償を受けられていません。SymVerseは持続可能な生態系のためにブロックチェーン消費

者の活動を重要に考えます。そのため、消費者生態系への寄与度に対する補償はもちろん、消

費者の厚生を向上させるための様々な誘導構造を提供します。これを通じ、ブロックチェーン

の生産者、流通者、消費者がすべて自発的に参加し、お互い共存できる好循環体系として発展

します。

未来志向的な開放的設計

ブロックチェーンは新しい産業革命の話題として発展しています。しかし、主要ブロックチェ

ーンは消費者が求める取引処理速度、使用利便性、アカウントの安定性、コイン分配の公平性

などに脆弱性を持っています。ブロックチェーンの生産者と流通者も速度、拡張性、ストレー

ジ、ガバナンスなどから困難を経験しています。SymVerseは未来ブロックチェーンの方向を研

究し次のような観点が反映された未来志向的で開放的なプラットフォームを設計しました。

• �プラットフォームコスト節約、取引処理速度向上、多機能支援のため多重ブロックチェーン

を導入

• 未来の独立的なブロックチェーン追加拡張が可能

• 未来の各種規制と利用者のニーズを受け入れる柔軟なアカウントポリシー 

• 未来のdAppトークン間の相互交換機能を考慮

•  プラットフォームの無限なシャーディング機能を通じた処理速度向上と拡張性提供
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1.	 進化する機能性分散ネットワーク : SymNet (Proof of Network)

2.	 最も早い合意アルゴリズム : SymSensus

3.	 速度と機能性を解決した多重ブロックチェーン : SymChain

4.	 世界初のブロックチェーン保存圧縮技術 : SymStack

5.	 スマート契約が必要ない汎用取引処理 : SymTrans

6.	 マルチアカウントとアカウント復旧ができる柔軟な ID : SymID

7.	 手元のワンストップ窓口 : SymWallet

8.	 コインの価額を維持させる自動供給装置 : SymStabilizer

9.	 自発的な参加とインセンティブ提供メカニズム : SymMechanism

10.	消費者と供給者のための共存分配原則 : SymReward

我々は既存のブロックチェーンが解決しなければならない様々な課題があると判断し、それを

解決できるシンバース革新基準および目標を‘SixEss’と定義しました。

SymVerse 革新基準および目標 : SixEss

• Speed: 日常生活に活用できるよう、取引処理が素早く行われること

   -> ブロック生成と取引確定時間の短縮、秒当たりの取引処理件数の向上

• Simplicity: 誰でも使えるように手軽で便利であること

   -> スマートフォンの利用者とインターネットアプリのブロックチェーン大衆化

• Security/Safety: ネットワークのセキュリティと取引の安全性を保障すること

   -> 悪意的な操作とネットワーク攻撃等に対する源泉的なセキュリティ機能提供及びSymID

      を利用したアカウントの安全性確保とSymWalletのセキュリティ接続機能

• Stackability: 取引規模が増加した場合、全体ブロックチェーンの大きさを管理しなければ

   ならない

   -> 多重ブロックチェーンを利用した取引と契約の区分で保存容量節約

• Scalability: 取引規模と利用者数に関係なくプラットフォームの容量を拡張させること

   -> ユーザーとブロックチェーンの急速な成長を収容するシャディング方式使用

• Sustainability: 参加者にプラットフォーム利用のインセンティブを持続的に提供すること

   -> インセンティブに合致する補償と自動コイン価値維持システムなどを通じて持続可能な  

      生態系を実現

III. SymVerse 10大革新*
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* シンバース10大革新の個別技

術はそれぞれ特許出願されて

います。

本技術内容に対する全体又は

一部をコピー、転送、再生、

修正、複製することはできませ

ん。この文書に関する内容を修

正または変更して使用する場

合、(株)シンバースの書面同意

を取得しなければなりません。



シンバース10大革新とSixEssとの関係は以下の通りです。

1. 進化する機能性分散ネットワーク: SymNet

進化する機能性分散ネットワーク(EFDN 3)の特徴

SymNetは同一機能から様々な機能へと進化する未来志向的な分散ネットワークです。ブロックチェ

ーンの消費者と供給者が協力し次のような分散P2Pネットワークを構築します。

	 • ネットワークノードの持続的な活性化維持

	 • 悪意的なノードおよび動作不良ノードの事前探知

	 • ブロックチェーンノードの持続的な機能細分化を通じた取引速度と拡張性確保

	 • �合意過程、ロードバランシング、ブロック生成のための取引集合(Transaction 

Aggregation)処理などのネットワーク機能を提供

	 • ファイル共有およびメッセージング処理など未来志向型サービス導入

EFDNの構成

3 �Evolutionary Functional 

Distributive Network
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Speed Simplicity Scalability Stackability
Security / 

Safety
Sustainability

機能性ネットワーク 

合意過程

多重ブロックチェーン

ブロックチェーン 圧縮

多重取引処理機

アカウントポリシー

スマートウォレット

自動調整装置

インセンティブ構造設計

共存分配原則

Scan Node

CA Node Warrant Node

Wallet Node Work(Full) Node Work(Light) Node

Legacy Node Wallet Node Wallet Node



SymVerseのすべての参加者は市民(Citizen)としてSymIDを与えられます。dAppとスマートウ

ォレットはブロックチェーンの消費者で、ブロックチェーンを所有している作業ノード(Work 

Node)とブロックチェーンを生成する保障ノード(Warrant Node)はブロックチェーンの生産者

です4。EFDNの要素は以下のとおりです。   

• �SymID: SymIDはすべての取引の識別基準であり、SymIDを通じて複数のアカウントを発給す

ることができます。SymIDに基づくアカウントの生成、ロック、変更、廃棄などのアカウン

トライフサイクルはCitizenブロックに記録されます。

• �SymWallet: 財布ノードはスマートウォレットをPCまたはスマートフォンのAppの形で提供

   されます。SymWalletを通じてアカウントライフサイクルを管理することができ、取引処理、

   コイン取引、DApp接続など様々な機能を使えます。

• �Work Node: 作業ノードはブロックチェーンを所有していてブロックチェーンの大きさによ

って完全ノード(Full Node)と軽量ノード(Light Node)に区別されます。作業ノードはブロ

ックチェーン消費者の取引処理に対するロードバランシング(Load Balancing)と契約を処理

して、これを保障ノードに伝えます。

• �Warrant Node: 保障ノードは合意過程を主導しブロックを生成するノードです。作業ノー

ドのうち、完全ノードは公正な自動ベンチマーキングテストを通じて保障ノードになりま

す。25個の保障ノードのうち9個は財団が選抜して運営し投票権だけを持って、16個のノ

ードは投票権とブロック生成権を持ちます。新しい保障ノードは機能が検証されたWork 

Nodeのうち、候補ノードグループを選抜して毎日4つの保障ノードを候補ノードの中からラ

ンダムに選抜します。選ばれたノードは4日の任期を持ちます。

• �Citizens Alliance: CAノードと呼ばれ、SymIDを生成するdAppとしてSymVerse 

   Foundationが管理します。複数のCAノード(Citizens Alliance Node)がクライアント/サーバ

   モデルで運営されます。一定条件下でSymVerseと契約を結んだ主なdAppはCAノードを自分

   のKYC、AMLポリシーによって別途設置することができます。CAノードの運営は該当国家の

   政府規制を順守しなければなりません。

• �SymScan: 利用者のためにブロックチェーン上のすべてのデータの記録や照会ができるデー

タ照会ノードで、SymScanと呼びます。即時に取引内訳、予約取引内訳、スマート契約内

容、保障ノード選出内訳、寄与度補償内訳などに対する照会サービスを提供します。

• �ワークノード間のブロック伝播は既存のP2Pネットワークのようにブロードキャスティング

します。

• �ブロックに記録する必要のない、ファイル共有、メディアストリーミング、メッセンジャ

ーなどのサービスは作業ノードが協力して処理し、ネットワーク手数料を課すことができま

す。

4 �消費者である財布ノードと

DAppがブロックチェーンを

持つようになるとプロシュ

ーマー(Prosumer)になるこ

とができます。
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ネットワーク作動原理: PoN(Proof of Network)

• �Proof of Network(PoN)はEFDNの作動原理です。PoNは(1)消費者である財布ノードが作業

ノードを通じて取引を処理しネットワークを活性化させる作業、(2)作業ノードが合意過

程に参加するための条件を点検する自動ベンチマーキング試験(Automatic Benchmarking 

Test)、(3)合意過程の拒否権グループに含まれるノードの選抜過程、(4)合意過程が完了し

た後、1日1回供給されるコイン分配情報の提供など具体的なEFDNの作動原理を含みます。

• �取引処理  

    �アカウントを持っている財布ノードは常にブロックチェーンと繋がれている作業ノード

を通じて取引を処理します。作業ノードリストは随時にアップデートされ、財布ノード

のすべての通信は3つの作業ノードと接続して処理されます。もしある特定の作業ノード

への接続が失敗した場合は他の作業ノードを選択するようになります。作業ノードは財

布ノードから受け取った取引を処理し、これをそれぞれ異なるグループの二つの保障ノ

ードに転送します。   

    保障ノードはそれぞれの取引内訳を全ての保障ノードに転送します。その後、取引内訳

      が共有されてから合意過程の結果としてブロックに記録されて新しいブロックはチェー

      ンに繋がります。

• �合意過程の寄与を通じてネットワーク活性化   

    �合意参加過程を開始する保障ノードはすべてのアカウントのSYM保有量、取引手数料、

使用量、合意過程参加回数、合意参加意思などの項目を区分してメモリDBに持っていま

す。

    �財布ノードはEFDNの作動原理に従って保障ノードに参加意思を伝えます。合意過程に寄

与する財布ノードは毎日無作為技法5 で特定の保障ノードによって選出されます。

    �合意参加申請を受けた保障ノードは選定関連結果を全ての保障ノードと共有し、選択され

た財布ノードに合意過程への参加信号を送ります。

    �保障ノードは合意過程に寄与するノードの参加記録をRewardブロックに記録します。
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5 �SymVerseは無作為抽出技

法で独自開発したBCH_

DRBG(Block Chain Hash based 

Deterministic Random Bit 

Generation)を使用し、最近生

成したブロックハッシュを利

用して乱数を生成します。

Wallet Node 
Layer 
(Mesh Network)

Work Node 
Layer 
(Mesh Network)

Warrant Node 
Layer 
(Mesh Network)

Evolutionary Functional Distributive Network



2. 合議過程: SymSensus

SymSensusの特徴

SymSensusは次のような特徴を持っています。

• �SymSensus合意過程は拒否権(Veto)を含む投票方式のBFT(Byzantine Fault Tolerant)を使用す

る最も早いBFTアルゴリズムです。

• �既存のブロックチェーンの合意方式とは異なり、単純にブロック生成の対価としてコインが

発行されるのではなく、Proof of Networkのネットワーク寄与度を測定して1日1回コインが

分配されます。

• �SymSensusの設計はゲーム理論に基づいています。特に社会選択理論の最も重要な整理を

活用して構造設計(Mechanism Design)技法を適用しました6。保障ノードは25個で構成され

ます。そのうち9個はAグループと呼び、財団が選抜します。Aグループノードはブロック生

成権がなく、投票権だけを持ちます。さらに同一の投票結果を示す集団的な拒否権(Veto)を

行使することができます。全体保障ノードのうち2/3以上が賛成する場合、合意過程は終結

します。したがって、拒否権が存在するSymSensusではどのような保障ノードとしても談

合して利益を得ることができません。

• �Bグループの保障ノードは候補申請した作業ノードの中から脱中央化され、選抜過程が公平

な4段階の自動ベンチマーキングテスト(Autonomous Bench Marking Test)で選抜します。

ブロック生成の合意過程を主管するPrimaryノード(1つ)、Primaryノードに対する優先順位

が確定されたFront Benchノード(3つ)、Middle Benchノード(8つ)、Back Benchノード(4

つ)を含め、16個から構成されます。

• �Primaryノードは2秒ごとに変わりFront Benchノードが順位によってPrimaryノードに選定

されます。Front Benchノードの選出はMiddle Benchノードの中からランダムで選定しま

す。Back Benchノードは一定の時間が経過した後、Middle Benchノードになります。4つ

のBack Benchノードは毎日Autonomous BMTを終えた候補者ノードの中から選抜します。

• �充分な取引内訳を処理できるようにするためPrimaryノードが生成するブロックの数は決め

られていません。ブロックの大きさはブロックの種類によって異なることがあります。

• �Primaryノードは取引記録を集めてこれをブロックに生成した後、生成したブロックに対す

る検証を要請します。この際、Primaryノードが署名基盤BFT(Byzantine Fault Tolerance)方

式で保障ノード数の2/3以上から確認を受けるとブロック生成が確定され、他のノードに伝

播します。

• �PrimaryノードはPoNに参加したすべてのノードを寄与者(Contributor)として、Votingブロッ

クとメモリDBに記録します。

6 �Gibbard-Satterthwaite定

理と呼ばれて内容は次の

通りです。<If a strict 

voting rule has at least 

3 possible outcomes, it 

is non-manipulable if and 

only if it is dictatorial.> 

Hylland等は確率的に選定さ

れる独裁者(ブロック生成

者)は操作を通じて利得を得

られないことを証明しまし

た。SymVerseでは構造設計

(Mechanism Design)の観点か

ら拒否権(Veto)を設計してブ

ロック生成者がブロックの内

容を操作して利得を得ること

を不可能しました。 

13

宣言文
I. ブロックチェーン生態系の課題
II. SymVerse特徴
III. SymVerse革新

IV. SYM経済学
V. 組織
VI. 今後の計画
VII. Team & Advisors
Reference
Appendix



悪意的なノード操作の防止

SymSensusは次の理由から悪意的なノードのブロック操作可能性を根本的に防止します。

• �PoNが財布ノードから出発して財布ノードは確率的に選定されます。ネットワーク手数料を

支払わなければならないため悪意的な財布のシビル攻撃(Sybil Attack)は作業ノードが基本的

に遮断することができ、攻撃するとしてもかなりの費用を支払わなければなりません。

• �財布ノードの取引記録を作業ノードが検証して、作業ノードが検証した記録を再び保障ノー

ドが検証する多段階に渡るネットワーク証明方式(PoN)を使用します。したがって、財布ノ

ードの数が増加するとPoN参加ノードに選定される確率が低くなるため、統計学の代数の法

則によって操作可能性の確率は0に収束します。

• �悪意的な財布の場合、作業ノードが一次的に検証して作業ノードが悪意的もしくは動作不良

を起こした場合でも保障ノードが検証します。悪意的なノードは合意ブロックのブラックリ

スト(Black List)に登載されて動作削除不良なノードはグレイリスト(Gray List)に登載され

ます。

• �保障ノード25個のうち、16個のノードは作業ノードから選出します。9つのノードは財団が

選定し、合意過程のみ参加する拒否権(Veto)を持ったノードです。選出された保障ノードは

悪意的な行動を通じて利益を得ることができません。

3. 多重ブロックチェーン: SymChain

多重ブロックチェーンはSymChainと呼ばれ、複数のブロックチェーンでデータ構造が分散され

ています。そのため、個々のデータブロックの生成時間の間隔を別々にすることができ、速い

検索処理速度を実現することができます。ブロックの種類は次のとおりです。

• � Main block: 即時取引、予約取引の実行内訳保存

• � Future block: 予約取引保存

• � Contract block: 契約情報保存

• � Snapshot block: 特定時点でのメインブロックで生成したアカウントバランス保存

• � Citizen block: アカウント情報保存

• � dApp block: dAppの類型、手数料の優遇処理、トークン交換率保存

• � Warrant block: 保障ノード選出情報保存

• � Reward block: 貢献者コイン分配情報

• � Voting block: 投票記録
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多重ブロックチェーンの特徴

• �多重ブロックチェーンのうち、メインブロックは0.1 秒から2 秒以内に複数生成されること

ができ、その他のブロックはメインブロックよりも長い時間の間隔で必要時に生成されま

す。メインブロック以外のブロックは生成時に以前のメインブロックのブロック番号とハッ

シュを含みます。

• �ブロックチェーン間の連動はSIP(SymVerse Inter-Blockchain Protocol)というプロト

コルで経済的階層で使用されるSYMET(Economy-Transaction)、社会的階層で使われる

SYMSON(Society Norms)、合意過程プロトコルSYMPOSIAの3つのサブプロトコルによって

制御されます。

4. ブロックチェーン圧縮技術: SymStack

一般的にブロックチェーンは最初に生成されたブロックから保存するため、ストレージ容量の

限界問題を持ちます。SymVerseはこのような技術的な限界を解決するためにメインブロックの

アカウント内訳を一つのブロックチェーンにすることができます。ここで、メモリからアカウ

ントの状態をスナップショットしてブロックを生成するため、これをスナップショットブロッ
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クと呼びます。スナップショット時点以前のメインブロックは削除できます。

このような保存技術は多重ブロック技術を通じてメインブロックのハッシュを他のブロックお

よびスナップショットブロックが保存するので、スナップショットブロックの操作が不可能で

す。このような技術を適用すれば最初のブロックから保存したすべてのメインブロックの中

で、スナップショット以降のメインブロックだけを保存するため、作業ノードのメインブロッ

ク容量を大きく節約することができます。削除されたメインブロックのすべての取引内訳はデ

ータベースまたは別途ストレージ(Storage Archive)とSymScanを利用して取引内訳を検索するこ

とができます。

5. 汎用取引処理機: SymTrans

汎用取引処理機は多重ブロックチェーンを利用して一般取引とスマート契約を区分して処理し

ます。一般取引は取引処理時点によって即時取引と予約取引に区別し、別々のブロックチェー

ンを使用します。そのため、消費者が望むほとんどの取引タイプのデータを簡単にブロックに

記録することができます。汎用取引処理機は従来のスマート契約で処理すべき、ほとんどの定

型化された取引をスマート契約無しでシンプルに処理します。これまでブロックチェーンへの

アクセスが困難だった個人、小規模事業者およびインターネットアプリケーションに新しいブ

ロックチェーン活用の機会を提供します。

汎用取引処理機の機能

• 即時取引と予約取引: 日常生活で送金や単純支払取引は即時処理が求められますが、一部

   の通販などでは商品の配達が確認される時点まで代金の支払いを遅らせることができます。

   また、毎月定額を支払う商品やサービス購入も予約取引に該当します。契約書による代金支

   払いや条件が付く取引も未来ブロックを利用して簡単に処理することができます。

• �一対多取引: 多数の受信者との即時取引や予約取引を行うことができます。多数の宛先への

送金ができるので多数の中継者が存在する取引や同一の類型の多数取引を一度に処理するこ

とができます。これを通じ、取引処理時間の短縮、取引時点の同時化などを簡単に処理しま

す。

• �一般取引とスマート契約の併用: 一つの関数で全ての一般取引とスマート契約を同時に処理

することができます。例えば、予約取引とスマート契約の呼び出しは一つの関数で処理でき

るので、先物取引やオプション取引を簡単に処理できます。

• �ネットワーク手数料処理の多様化: ネットワーク手数料を3箇所に分けて支払うことがで

き、このうち一つのリンクは送信者が指定できるため大量の取引を処理する消費者は自分の

作業ノードを利用して手数料を節約することができます。手数料の支払方式も送信者が高速

処理、経済的処理などを選択して処理することができます。
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• �多数の電子署名支援: 汎用取引処理機は送信者、受信者または第三者の署名が求められる

取引と、電子文書の原本証明が求められる取引を支援します。これらの機能は送信者、受信

者、第三者など多数の署名を支援します。特に、既存の予約取引識別番号に複数アカウント

の署名が必要な場合、関係者が個別に署名することができて、取引処理時点に予約取引に関

わるすべてのデータを統合して多数の署名を確認した後、取引条件の完結可否を確認して取

引を処理します。

• �文書原本証明支援: 文書原本証明は写真を含む電子文書に対する原本のハッシュ値をアプリ

ケーションで生成した後、合意されたハッシュをデータブロックに保存する原本証明機能を

提供します。そのため、文書原本証明と追加的な署名などを利用して様々な公証方式の取引

をブロックチェーンで処理することができます。

• �単純処理方式: 様々な取引形式はそれぞれ一つの関数で提供されて利用者はシンプルなテン

プレート形式を利用して取引を処理することができます。特にブロックチェーンに慣れてい

ない個人や小規模事業者も簡単にスタンプ、マイレージ、書類公証などのサービスを作るこ

とができるため、ブロックチェーンを日常で使用することができます。

汎用取引処理機のメリット

• �ブロックチェーン使用の大衆化: 汎用取引処理機は個人、小規模事業者、インターネットア

プリケーションが取引内訳を日常的に使用できるすべての機能を提供します。これは一般消

費者が即時に個人帳簿のように使えるためブロックチェーンが大衆化できる新しい転換点に

なります。

• �ビッグデータと評判システムの提供: 一般利用者が使用するスマートウォレットはアプリケ

ーションの取引件数、手数料使用量、利用者数を表示することでアプリケーションの状態を

お知らせします。特にアプリケーションの取引類型がメインブロックと未来ブロックに詳し

く記録されているため、二つの取引ブロックを使用して生成できるビッグデータはアプリケ

ーション開発者に魅力的な事業機会を提供します。

汎用取引処理機の作動構造

• �ブロックチェーンサービスの消費者は作業ノードを通じて保障ノードで取引を処理します。

• �即時取引と予約取引は通常的に分単位で処理時点を定めることができ、予約取引の最長予約

時点は1年です。それ以上の予約取引の場合はアプリケーションが年単位で更新して処理す

るか、スマート契約を利用しなければなりません。
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• �予約取引のネットワーク手数料は取引のコンピューティングサイズを基準とし、保存コスト

を考慮して期間割引方式を適用します7。

汎用取引処理機の使用方式

汎用取引処理機は取引プロトコルであるSRC(SymVerse Request for Comments)8 基盤で作られたテ

ンプレート、ライブラリ関数及びスマートコントラクトを併用して使用することができます。

汎用取引処理機の使用方式は次のように区別されます。

• �Template ベースインタフェース I : 即時取引ブロックに記録する普遍的で簡単な開発環境

と編集機を提供します。

• �Template ベースインタフェース II : 予約取引ブロックを利用して様々な未来取引を表現で

きる開発環境と編集機を提供します。

• �関数型ライブラリー : インターネットアプリケーションやスマートフォンアプリプログラ

ムの中に様々な言語で便利に使用できる関数を提供します。

• �SRCベーススマートコントラクト9 : 自分のビジネスモデルとSymChainを連動する開発環境

でスマートコントラクトのメッセージとメッセージ処理機能を持ちます。
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Universal Transaction Processor

8 �インターネット標準規格提案

であるRequest for Comment

の伝統に沿ってSRC(SymVerse 

Request for Comments)へプラ

ットフォームの規格を改善し

ていきます。

.

9 �スマートコントラクト著作ツ

ールはイーサリアムのEVMをベ

ースにします。

1. Participants

3. Transaction Processing

Coin Distribution

Consensus

2. Authentication
dApps

dApps

Wallet

CitizenAccount
Memory DB

Safety

Consensus
Algorithm

Voting

Real Time
Transaction

Future
Transaction

Smart Contract

Coin Supply&
Distibution

Consensus

Blockchain Module

7 �予約期間の長さに応じて保

存費用が相対的に安くなり

ます。



6. アカウントポリシー: SymID

SymIDはSymVerseの未来志向的な発展を考慮して設計されました。SymIDは個人の利便性を向

上させ、持続的に変化する国家および経済共同体の要求事項に先制的に対応します。すべての

利用者は一つのSymIDと多数のアカウントを持つことができます。

SymIDの特徴

• �SymIDは財団が管理するCA(Citizens Alliance)の身分確認および重複防止を保障する10バイト

の数字と文字の組み合わせで提供します。SymIDは財団が管理するCAセパレータと利用者を

区分するCitizenIDおよび発行番号で構成されます。

• �アカウント生成の手続きは簡単です。利用者の加入手続き後、財布から公開キーとプライベ

ートキーを生成した上でCAサーバーにアカウント申請を行うと、SymIDおよび付加情報が

市民(Citizen)データブロックに記録されます。複数のアカウント申請も財布の機能を通じCA

サーバーと連動して生成することができます。但し、複数のアカウントを申請する場合は追

加費用が発生します。

• �ブロックチェーンの取引記録にはSymIDが記録されます。既存のブロックチェーンのように

保存する際、公開キーをベースにしたアカウントを使用しないため、保存容量を大幅に節約

することができます。

• �付加情報は公開キーハッシュ、国家、状態、信用度、役割、組織で構成されます。公開鍵

ハッシュは利用者の署名を検証する用途で使用され、国家情報は国家間の取引区分のために

使用されます。信用度は追加的な信用情報を提供します。役割はノードの特徴、産業的な機

能、租税負担などを区別する用途で、組織はdAppの利用者集団を識別する用途でそれぞれ

使用します。

• �状態情報はアカウントの状態を活性(active)、廃棄(revoked)、ロック(locked)、注意(marked)

に区分します。活性と廃棄は複数のアカウント生成時に利用者が直接管理することができま

す。ロックと注意はSymVerseプラットフォームが自動的に管理します。

• �CitizenIDは変更されないもので、アカウント(Account)状態の変更内訳はCitizenブロックに

記録されます。利用者は希望する場合、アカウントをロック(locked)状態に切り替えたり、

新規Accountを生成して残額を全て移動することで紛失•盗難に対応することができます。

 SymIDを利用したアカウントロックと復旧

• �プライベートキーが流出されたとき、該当アカウントの所有者はアカウントロックメッセ

ージを生成してCAを通じこれをCitizenブロックに記録するとネットワークに伝播されます。 

• �プライベートキーの紛失や流出されたと判断した場合、CAの承認を受けて新しいアカウン

トを生成し、新しいアカウントのプライベートキーを利用して問題となっているプライベー

トキーのアカウント残高を新しいアカウントに移すことができます。これは一つのCitizenID

が複数のアカウントを保有しているため可能になります。
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7. 財布: SymWallet

スマートウォレットSymWalletの機能は次の通りです。

• �アカウント生成: 利用者にアカウントとスマートウォレットを発行します。

• �アカウント復旧: 利用者はプライベートキーを盗まれた場合、CAの承認下でアカウントを

復旧することができます。

• �コイン分配: PoNに参加してコインを振り分けしてもらうことができます。

• ��ゲートウェイ: SymWorldを繋ぐゲートウェイの役割をします。

• ��dApp 検索: 分野別、取引金額別、商品別で直接アプリケーションを検索することができ、

簡単にアプリケーションに接続して商品を選んで決済できる機能を提供します。

• 投票機能: SymWorldで憲法修正及びSymVerse運営の主要事項10に対する提案と投票機能を

   提供します。

8. 自動安定化装置: SymStabilizer

SymVerseプラットフォームは内部のパラメータをSymWorldの状態に応じて自ら較正する次の

ような装置を含みます。

ある時点tのSYM供給量をS(t)で表示すると、   S(t) = V(t) * Z(t)。

ここでV(t)はSYMの供給関数を意味します。そしてZ(t)はSymStablizerの価値を表示して

Z(t) = min{1, F(t)/F(t-1)}。

F(t)はt時点での全体ネットワーク手数料のサイズを示します。このような体制下ではSYM発行

量がSymNetの取引量によって自動で調整されます。そのため、価値変動性が緩和される機能が

設計されています。

それだけでなく、取引手数料規模の成長と連動し12週間ごとに自動的にSymVerse供給関数を切

り替える自動機能も設計に含まれています。

9. 構造設計: SymMechanism

SymVerseシステムはゲーム理論の有人合致的なメカニズム(Incentive Compatible Mechanism)

をベースに設計されました。これは全てのシステム参加者が自発的に参加するだけではなく、
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10 �システムの主要変数に対する

決定と財団の各種委員会委員

選定などを含みます。



システム内部で自分の戦略的な選択が他の人の選択とは関係なく最善の選択であることを保障

します。言葉を換えれば、SymWorld参加者はSYMをより多く利用して保有する選択が常に有利

であることを意味します。SymVerseを利用する全ての人の行動が最善の選択になるようにする

構造設計方式をSymVerse Mechanismと呼びます。

• �消費者寄与度の測定:  ブロックチェーンプラットフォームが利用できる情報はアカウント

別の取引規模、取引手数料、取引回数、SYM保有量です。SymVerseはSymIDを通じて消費

者が支払った取引回数、取引規模、SYM保有量を利用して寄与度を測定します。

• �供給者寄与度の測定:  ブロックチェーンサービスを供給する作業ノード寄与度は自分のプ

ラットフォームが処理する取引回数と累積された演算量のサイズで測定します。保障ノード

の場合、同一の寄与度を適用してコンピューティングの中央集中化を弱めます。

• �補償参加条件: 補償に参加できる基準は持続的な貢献可否です。消費者の場合、SymWorld

の寄与可否は最近の取引記録可否となります。作業ノードと保障ノードはそれぞれ一定の大

きさ以上のSYMを保有しなければなりません。PoNに参加する財布を持った参加者は、直近

一週間のリアルタイム取引ブロックと予約取引ブロックにネットワーク手数料を支払った記

録が必要です。これはフリーランチ(Free Lunch)を提供しないことを意味します。記録され

た手数料のサイズはシステムが定めた最低基準以上であれば大丈夫です。PoNに参加する作

業ノードのうち、dAppを提供するノードは合意過程SymSensus候補を選定する際に優待さ

れます。

• �作業ノードの收入源泉: 作業ノードの收入源泉は次の通りです。

    ブロック生成時PoN参加の対価

    dAppに参加する場合、寄与度に応じでSYM供給量を配分

    ネットワークの利用者が支払う手数料

• �dAppの作業ノード運営インセンティブ: dAppの場合、自分の作業ノードを利用してDApp

をサービスすることが圧倒的に有利です。その理由はスマートウォレットの利用者が、自分

が提供する作業ノードを選択できる利点11を活用でき、一方自分が支払うネットワーク手数

料の規模によってコインを分配してもらうことができるためです。

• �社会正義に基づいた分配メカニズム: 作業ノードは最小生存収入(Minimum Subsistence 

Revenue)を得られると生存できますが、これは市場原理によって決定されます。また、ネ

ットワーク内部からコンピューティングが少数のノードに偏る現象を防ぐために次のような

構造設計(Mechanism Design)ポリシーを適用します。

    スマートウォレット内で確率的に作業ノードを選択可能

    自動ベンチマーキングテストを通じて保障ノードに選抜されてから受ける参加対価

    持分に比例した認証対価に税金と補助金を導入してノード間の配分調整
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11 �合意過程で財布ノードは3つ

の作業ノードのうち、1つの

作業ノードを選択すること

ができます。残りの２つは

任意で財布ノードに与えら

れます。



10. 共生分配原則: SymReward

• �分配の源泉:  新規供給されるSYMとすべての手数料で還付される手数料を除いた手数料が

分配の源泉(Source)です。

• �二つの分配基準: 分配される対象SYMのうち、消費者に60%、供給者に40%を配分します。

寄与度の側面から見るとProof of Networkの寄与度は55%、手数料の寄与度は45%を配分しま

す。消費者である一般財布の利用者とdApp間のSYM配分は、初期には30%ずつ配分しますが

集団間の取引手数料の合計に大きい差がある場合、集団間の配分比率はナッシュ均衡値を適

用します。PoN寄与度と手数料寄与度による分配率は次の通りです。 

• �供給者間の配分: 20%は作業ノードに配分し、10%は保障ノードの中からAグループに3.3%

、Bグループに6.7%を配分します。Citizen Allianceと各種公共サービスノードに10%を配分し

て、持続的に拡張されるCAノードおよび公共サービスノードに支給します。

• �寄与度に基づく対価算定: 合意過程に参加した作業ノードと財布ノードはそれぞれのサブネ

ットワーク内でPoN参加対価を分配されます。作業ノードの対価分配は自分が検証して保障

ノードに転送した財布ノードと作業ノードの取引処理回数を基準とします。財布ノードは直

近一週の間に支払った一定サイズ以上の取引手数料の大きさと回数を加重平均した値を基準

とします。このような対価算定基準は持分ではなくSymVerse生態系の活性化に寄与した大

きさ(Metric)を基準にして新しい参加者に開かれた機会を保障します。

• �社会正義に基づいた財布ノードの対価分配: 毎日PoN参加の対価として財布ノードに配分さ

れる対価の10%は留保されます。そのうち5%は世界標準時刻(UTC+0)基準で毎日正午に、前

日PoNに参加できなかった財布ノードを選抜して配分し、残りの5%は一週間の間積み立てて

3ヵ月以上SYMを分配された記録のない参加者を確率的に選抜してPoNに参加した財布ノー

ドに支給します。

• �PoNの対価に対する税金と補助金の規模および累進: システムが自動的に選択できます。こ

れは上位10%の持分が全体を占める割合と下位30%の持分が占める割合を基準に決定します。
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分配基準 分配率
消費者 (60%) 供給者 (40%)

dApp 財布ノード 作業ノード 保障ノード CAなど

PoN寄与度 55% - 15% 20% 10% 10%

手数料寄与度 45% 30% 15% - - -

合計 100% 30% 30% 20% 10% 10%
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1. SYM 供給

• �SymVerseは総10億SYMを発行します。このうち10%である1億SYMは30年に渡ってシステム

に投入されます。初期システムが安定されて成長するまでは供給量がシステムの成長と連動

するように設計されました。

• �ほとんどの暗号通貨システムの問題点は供給量が事前に定められており、初期に過剰供給さ

れてコインの累積供給量が突出した形をしている点です。これにより初期供給量が多すぎて

コイン価格の上昇が難しくなります。また、価格が多少上昇しても投げ売り現象が発生して

善良なコイン保有者が価格下落の不利益を受けることになります。SYMの供給体系はこのよ

うな問題点を解決します。

取引量に基づいたSYM供給関数   

• �スマートウォレットとdAppが支払う手数料は毎日変動します。取引量と手数料のサイズは

SYM総需要の重要なインジケーターとして作用されます。そのため、SYM供給関数は特別に

考案された体系下で決定されます。

• �四半期別SYM供給関数は次のように定義されます。

• �V(t) = 100,000,000 * [ a + b * f(d)] / 91.25

• �ここで f(t)はchi-square確率分布関数で、dは初期に38と定められています。aとbは定数で

ありaは固定されたSYM供給量を調整できる機能を持ち、a(t) = min{c, F(t)/F(t-1)}で定義し

ます。cはインフレーション率を意味します。

• �前述したSymStabilizer Z(t)を利用して毎日供給される、調整されたSYM供給量は 

    S(t) = V(t) * Z(t) で定義します。

• �四半期毎、即ち91.25日間、SYMの供給関数は変動しません。

IV. Sym 経済学
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SYM 供給関数の自動スイッチング機能  

• �SYM 供給関数は四半期毎に自動調整されます。SYMの供給関数は一つの曲線を利用します

が、ネットワーク手数料の集計量が四半期毎に3倍以上増えた場合、供給曲線を一段階引き

上げます。逆に、処理者の手数料集計量が半分以上落ちると、供給曲線を一段階引き下げま

す。このような自動スイッチ機能はSYMの急激な価格上昇を防止し、SymWorldの取引規模

を考慮してコイン需要を満たします。次の図は20年間の四半期毎コイン供給関数の集合を示

しています。

• �上記の四半期毎SYM供給関数を利用して四半期毎SymVerse市場供給量の関数で表すと次の

通りです。

分岐別 SymVerse 累積供給関数

0 10 20 30 40 50 60 70 80

400,000,000

700,000,000

1,000,000,000

手数料の

規模増加

手数料の

規模減少

基準供給関数

80,000,000

50,000,000

手数料の

規模増加

手数料の

規模減少

基準供給関数

20,000,000

10,000,000

1

コインの数

四半期

10 20 30 40 50 60 70 80

四半期別SymVerse供給関数

四半期

コインの数
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2. SYM 消費   

• �消費者ノードがネットワークを使用する手数料の単位はHugです。

• �Hugのサイズは Fiat currency に固定されていて、毎年 2% のインフレーション率を適用

し、HugとSymVerseの為替レートはBlockchainブロックに毎日1回告示されます。

• �消費者ノードの場合、一日定められた使用回数以下の1:1即時取引の場合は最低費用を課

して24時間以降の手数料を返します。

• �dAppタイプによって手数料優遇条件(MFC: Most Favorite Clause)を実施し、取引型

dApp、社会的なdApp、戦略的優待分野dAppの手数料負担を軽減します。

• �未来ブロック取引の場合、予約期間の長さによる手数料割引ポリシーを使用します。

   スマート契約の場合はイーサリアムの伝統に従うものの、手数料は別で策定します。

• �毎日のコイン発行時に還付される手数料を除いた残りの手数料は分配原則に従ってすべて

の寄与者に再分配されます。



1. 組織構造 (Governance Structure)

• �SymVerse Inc.はSymVerseの初期組織の構成、IEOおよびマーケティングを担当します。ま

た、持続的にCitizen AllianceとDAppの活性化を担当する実行組織です。

• �SymVerse Foundationは理事会、資産管理委員会、技術委員会、SymWorld委員会で構成さ

れてます。SymVerseのガバナンス、技術開発方向、SymWorldの共存戦略方向に対する政策

を決定します。

2. 役割と責任    

SymVerseに参加するすべての機関と委員会の責任・役割は次の通りです。

SymVerse 財団運営    

• �財源配分: 資産管理委員会から資産の透明な配分と管理を実施します。

• �運営人力: 財団は理事会と資産管理委員会に適正数の人員を2年ごとに選任します。

V. 組織
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組織 役割と義務 (Role & Responsibility)

Organizations

(財)SymVerse

• IEO収入金管理

• 資産管理のための資産運営委員会の設置および運営

• 技術開発の方向性を決定する技術委員会運営

• dAPP活性化のための投資政策

(株)SymVerse

• IEO実務進行およびCitizen Alliance営業

• SymVerse発行、焼却、回収などを管理

• Citizen AllianceおよびWarrant Node運営

(財)SymVerse   
  Committees

理事会 • 全ての運営政策関連事項の管掌

技術委員会 • SymVerseのすべての技術関連事項の管掌

資産管理委員会 • SymVerseのすべての資産運営政策管掌,　発行周期、数量など

SymWorld委員会 • SymApp選定、投資活性化および支援政策の管掌



技術委員会の運営原則   

• �財源配分: CAノードに配分されるSYMの一部は公共サービスノードの運営と技術開発の

ために使用します。

• �運営人材: 技術委員会は5名以内の人員で構成されます。財団が2人まで指名することがで

き、残りの人数は参加者の投票で決定します。

SymWorld 委員会   

• �財源配分: SymApp発掘活性化の政策樹立及び推進に必要な投資財源は資産管理委員会と

協力して適切に編成します。

• �運営原則: 参加者の提案を重要に考慮し、インターネットを通じてこれに対する提案を受

けることができます。

• �運営人力: 審査および投資審議委員は5人以内で構成されます。
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1. 主要スケジュール

• �2018.第4四半期中にSymVerseプラットフォームでSymID、dApp及びブロックチェーンの

PoC(Proof of Concept)を実施する予定で、アプリケーションと財布の連動、ブロックチェ

ーン取引記録の確認、SymVerse生成と分配などが含まれます。技術開発速度によって調整

されることがあります。

• メインネットは2019年に稼動します。 

VI. 今後の計画

2. 発行量

  

 

• �30年間の総発行量は10億SYMで、短期(3年以内)的な期間の発行量は6億SYM以下です。 

• �‘Partners’と‘Team & Advisors’はプロジェクトに参加するユーティリティコインと

核心dAppなどを開発するパートナー会社と、このプロジェクトの開発と企画に参加したチ

ームメンバに割り当てられ、該当コインは2年間の段階別売却条件を前提として提供されま

す。

•   Future Reserveに割り当てられたコインは新規適用プロジェクトに対するインセンティブ

   と今後のマーケティングおよび新しい職員の雇用など、今後の安定したプロジェクト進行

   のために保有するコインです。

• �全体発行量の10%は今後20年間のコイン供給関数によって全ての参加者に配分されます。万

が一コイン供給関数の変動や発行量の調整が発生する際、コイン供給期間は30年より延長さ

れる可能性があります。
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短期

計  60% 600,000,000

Partnering & Marketing 10% 100,000,000

Team & Advisors 20% 200,000,000

Token Sales 30% 300,000,000

計 40% 400,000,000

長期 Future Reserve 30% 300,000,000

今後20年間システム発行量 10% 100,000,000

            SYM総発行量(30年) 100% 1,000,000,000



• �SYMは2019年のメインネット稼動以後、供給関数によって毎日供給されます。 

• �SYMの発行、市場供給および焼却、回収など全般の管理はSymVerse Inc.が管理します。 

3. 資金の使用

• �資金は技術開発、事業開発、マーケティング、運営管理資金として使用します。特

に、SymWorld活性化のために戦略的パートナーに10%の資金を支援し、30%の留保資金を生

態系活性化などに使用する予定です。
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Tech Company

Strategic
Partners

Biz Development

Marketin
Expense

Reserve I

Reserve II

Operation
Expense

25%
10%

15%

7%

20%

10%

13%



 

VII. Team and Advisors

Leader
チェ·スヒョク Ph.D

Strategist
ユン·ヨジン  Ph.D

Communication
ジョン·サングォン Ph.D

Technology
イ·サンヒョン

- 高麗大学 情報保護大学院 

  ブロックチェーン学科 

  兼任教授

- ワイズエムグローバル 社長

- ストラベト 代表 / 所長

- KAIST GSCT 兼任教授

- Arthur D Little 情報通信

  チーム長

- 情報通信政策研究院 

  研究委員

- イオス·パートナーズ 

  代表

- 梨花女子大学校 国際大学院

  教授

- Soros Consultants 

  Inc, 代表

- Deutsche Morgan 

  Grenfell, Korea 代表

- 毎日経済 論説委員

- British Columbia Univ. 教授

- リアルタイムテック 副社長

- 東南イアンドエス　研究所長

- 韓国情報セキュリティ研究所

　副社長

- シーアンドセキュリティ 

  企画&マーケティング

- ダビッ情報通信　代表理事

- ハンファ情報通信　研究員

- インスコビスマートグリッド

　チーム長

- エンテルスニュービズチーム

- ジェラインスマートグリッド

　チーム長

- ワイズエムWTCP開発 

- ランテレコムソンブルビリン

  グ　開発チーム長

- テーリンカー VoIP 先払い

  統合精算

Application
Jeremy Harkness

Administration
キム·テウン

Social Media
ハン·チソン

  - RelateID  Founder

  - BitMax, BitBaron

  - Blockchain Specialist

  - ワイズエムグローバル　

    代表

  - ランテレコム　代表

  - SNS 専門作家 

  - 書道家、小説家 

  - 弘益大学校 美術大学

    卒業
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Management Group



Advisory Board

 

Bongkyu Park シン·グンヨン  ヤン·ユソック    イ·インシル

- �Korea CEO Summit, 

Chairman

- World Blockchain 

Summit 

  Marvels, Chairman

- Culture Industry 

  Convention CICON, 

  Chairman

- 2080 CEO Forum, CEO

- ブロックチェーンスタートアッ

  プ協会　会長

- グロピン　会長 / CEO

- 韓経ドットコム　コラムニスト

- ソフトランド 代表取締役

- �ネットセキュリティーテクノロ

ジー　代表取締役

- ヘッ I&C 代表取締役

- コネックス協議会　初代会長

  - 中央大学国際大学院 教授

  - 放送通信振興院長

  - 大統領放送通信秘書官

  - 亜洲大学経営学科 教授

  - 情報通信政策研究院 

    研究委員

オ·ビョンウン Alexander Park

- �SnO Investment Management 

代表取締役

- �KIGA Labs Co., Ltd. 

   中国法人　取締役

- �中国延辺科学技術大学　

  経営学科　教授 

- 中国瀋陽市　経済諮問官 

- �韓国電子部品研究　院北京セ

ンター長

- 韓民族グローバルネットワー

  ク 中国代表処

- 東国大学　経済学　博士

    - �Mediachain, CEO

    - Adjunct Professor at 

       Korea University of 

       Foreign Study

    - Former ISO JTC1/SC36   

       Committee Member, 

       Korea Representative

    - Specialized in dApp 

       Development and 

       Meta Data design
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- 韓国経済学会　会長

- 韓国経済研究学会 名誉会長

- 西江大学経済大学院　教授

- 統計庁長

- 国会予算政策処 経済分析

  室長

- �韓国経済研究院　金融租税

研究室長

- ハナ経済研究所　金融調査

  チーム長

- アメリカヒューストン大学 

  経済学科　教授

Charles Chung

    - �Blockchain Factory, 

Founder&CEO 

    - KVC Net(Korea Venture 

       Creative Network), 

       Founder&CEO



 

Theresa Gusman Russell Read     Danny Hughes        Jonathan Haidt

- RelateID, Founder

- �Deutsch Bank, Chief 

Knowledge Officer

- �Deutsch Bank, Global 

Head of Equities

- �First Affirmative Financial 

Network, CIO 

- �Endurance, Managing 

Partner

- �MSCI, New Business Head 

(will join)

- Alaska Permanent Fund, 

  CIO

- �Gulf Investment Corp, CIO, 

Dep. CEO

- ��California Public 

Employees’ Retirement 

Fund, CIO

- �Stanford University, 

Economics Ph.D.
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- Advisor, Author, Advocate,

  Social Entrepreneur, Listener

- Hire a Hero / The Armed 

  Force Support Foundation, 

  Board Member

- BroadLook Technologies,

  Co-Founder

- Bachelor of Science, 

  Business Marketing in 

  Kansas State University

-  New York University          

   Professor in Ethical

   Leadership

-  Specialist on Social

   Psychology

-‘The HappinessHypothesis’ 

   Author

-‘Righteous Mind’Author

Talal Alajeel Mark Grobmyer

- �Al Rayeda Capital, co-

founder and Managing 

Director

- �Erada Business 

Incubators, Founder

- �Alpha United Group, 

Managing Partner

- �P80 Group Foundation, 

co-founder and Managing 

Director

- �Global Technology 

Expo for Deployment 

Demonstration, Chairman

- �Global Solutions Institute,  

Coordinator
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1. 新造語

SymVerse 	 : 分散ブロックチェーンプラットフォーム

SymNet		  : ネットワーク

SymSensus	 : 合意メカニズム

SymBlock	 : 多重ブロックチェーンのブロック

SymChain	 : 多重ブロックチェーン

SymTrans	 : 汎用取引処理機

SymStack	 : スナップショットを利用したブロックチェーンの保存方法

SymWallet	 : スマートウォレット

SymID		  : ID及びアカウント管理システム

SYM		  : SymVerseの暗号通貨

SymStabilizer	 : SYM供給を安定化させる装置

SymReward	 : SymVerseに参加した代価

SymMechanism	 : SymVerseに内在したインセンティブ提供メカニズム 

                  (incentive compatible mechanism)

SRC 		  : SymVerse Request for Comments (cf. ERC in Ethereum)

SixEss		  : �SymVerseの革新目標 (Speed, Simplicity, Scalability, Stackability, 

Security, Sustainability)

Citizens Alliance	 : SymID管理サービスと参加メンバー

APPENDIX


